














第 1 477 5 号
平成 11 年 3 月 25 日


































本論文は日本の保険業を包括的に経済分析を行うものである o 第 1 章では，生命保険業の特徴を明らかに，公的規
制の根拠について分析しているo 第 2 章では生命保険各社での競争の特質と純保険料と付加保険料との区別の重要性
が分析されている。第 3 章では，バランスシート規制と予定利率の上限規制の効果が分析され，近年の保険各社の財
務力の悪化は予定利率の設定が適正でなかったことが示されている。
第 4 章と第 5 章では，生命保険業を産業組織論からアプローチし，効率性が分析されているO 前者では，パネルデー
タを用いて生産関数を推計している o 生産物としては保有契約高をとっている O 分析の結果，生命保険業全体の効率
性が上昇し，企業閣の格差は縮小していると結論づけている。後者では， DEA 法により生産可能曲線が推計されて
いる o 推計結果は，第 4 章のものと整合的となっている o
第 6 章では，金融サービス法と関連して規制のあり方が検討されている。筆者は生命保険の契約期間が長い，情報
の非対称性が存在するとの理由から，事前的規制の必要性が提言されている o
以上のような構成を持つ本論文は， これまであまり分析されてこなかった保険業について理論，実証の両面から総
合的に分析を加えるものであり，的確な実証研究により新しい結論を得ているo 従って，本論文は博士論文の水準に
達していると判断する。
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